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＜研究目的＞ Distribution（分配）ゲームは、社会保障費等の適切な所得再分配機能をゲーム形式で
展開する教材である。最終的には、社会保障、社会福祉の根幹である所得再分配機能を理解し、経済政
策を分析できる能力を醸成する教材とする。 
 
＜研究方法＞  
当初、Distribution(分配)ゲームは、バックミンスター・フラーが提唱した「ワールドゲーム」同様、
あくまで架空の国の経済を想定していた。しかし、現実の経済情勢を考慮した想定でなければ具体的な
教材とはならないと考え、現実の統計データを集め教材作成を行うこととした。そのデータを基に、現
在ゲーム教材の作成を行っている。準備不足のため 2014 年度中にゲームの完成には至らなかった。そ
のため、今回はゲームの素案を提出し、2015年度に実際にゲームを試行し完成させていく。 
 
＜研究結果＞  
2014年度は世界的なトマ・ピケティは「21世紀の資本論」において、過去 200年間、20か国の税務
統計データを基に、格差の是正には、適切な累進課税による所得再分配が必要だと説いた。また、デヴ
ィット・スタックラーとサンジェイ・バスは「経済政策で人は死ぬか？―公衆衛生学から見た不況対策
―」の中で、各国の医療統計データから財政緊縮策をとった国々と、財政刺激策を取った国々との比較
検討をしている。社会保障費を縮減する財政緊縮策をとったギリシャ、スペイン、イタリアは不況が遷
延化している。一方、不況下で社会保障費を拡充させる財政刺激策を展開したアイスランド、スウェー
デン、デンマークでは経済が回復してきている。 
この事例などのデータを基に、以下の要領で「distributionゲーム」を作成する。 
場面設定 A国（GDP、社会保障関係費等の経済規模は日本をモデルとした架空の国） 
進行内容 国の政策を検討し決定する会議の中で、プレイヤー（3～5 名）やそれぞれ社会保障、財務、
教育等を担う大臣となる。選択するカードによって、為替不況、貿易収支赤字による失業者増、
災害等のアクシデントが起こり、その対処として経済政策を展開させていく。 
 
＜考察＞  
アベノミクスの影響か、為替相場と株式相場は活況を呈している。しかし、円安が進行し輸出は増え
ず、貿易収支赤字は増大している。相対的貧困率、ジニ係数（所得再分配前後）の数値も改善していな
い。生活保護費削減の実施、介護保険自己負担増が予定されるなど社会保障は縮減傾向にある。 
ソーシャルワーカーは、社会保障の縮減によって解雇、生活困窮等の相談に直面している。そこでは
ソーシャルワークを学んだソーシャルワーカーによって対象者お支援が行われている。しかし、そもそ
も根底にある経済政策の効果測定方法について学習する機会は少ない。そのため、この教材により学生
がソーシャルワークに必要な経済政策を学ぶ端緒としたい。 
 
